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ナワクチン4回目接
種の対象に
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２ 	 ��医師に検討義務ない
　　�財務省がリフィル対応

を問題視

　今回の改定では、医
師にリフィル処方箋の
使用を検討する義務な
どは課されておらず、
財務省や日経新聞社説
の批判は当たらない。

６月５日
２０２２年

　
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
よ
る
戦
争
が

始
ま
っ
て
３
カ

月
が
経
過
し

た
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
南
東
部
の

要
所
を
ロ
シ
ア
が
制
圧
し
収

束
の
兆
し
も
あ
る
が
、
い
つ

終
わ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
状

態
が
続
い
て
い
る
▼
こ
の
戦

争
で
国
際
的
に
危
惧
さ
れ
る

の
が
、
世
界
の
食
糧
危
機
の

問
題
で
あ
る
。
世
界
で
は
、

８
億
人
が
飢
餓
状
態
の
中
で

生
活
し
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、

世
界
の
小
麦
輸
出
の
３
分
の

１
を
占
め
る
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
紛
争
は
、
飢
餓
人

口
を
増
や
し
て
い
く
元
凶
に

他
な
ら
な
い
▼
戦
争
が
始
ま

る
前
か
ら
、
食
糧
不
足
が
叫

ば
れ
て
い
る
中
、
さ
ら
に
事

態
は
深
刻
だ
。
食
糧
危
機
の

原
因
は
、
地
球
温
暖
化
に
よ

る
気
候
変
動
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
な
ど
の
感
染
症
の
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
、
戦
争
、
貧
困
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
食
糧
は

人
間
の
生
命
に
関
わ
る
根
幹

を
成
す
も
の
な
の
で
、
戦
争

の
早
期
終
結
に
向
か
っ
て
、

当
事
国
だ
け
で
な
く
世
界
が

努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
気
候
変
動

や
コ
ロ
ナ
対
策
も
重
要
な
課

題
で
あ
り
、
当
面
積
極
的
に

対
処
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

▼
日
本
で
は
、
環
境
保
護
の

活
動
や
コ
ロ
ナ
対
策
も
か
な

り
進
ん
で
は
き
た
が
、
ま
だ

ま
だ
不
十
分
と
感
じ
て
い

る
。
せ
め
て
、
戦
争
反
対
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
ず
っ
と
送

り
続
け
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。（
Ｋ
Ｍ
）
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党
派
超
え
参
院
選
の
争
点
に

 

75
歳
以
上
医
療
費
窓
口
負
担
2
割
化

署
名
提
出
集
会
を
開
催

　

国
会
の
会
期
末
が
６
月
１５
日
に
迫
り
、
７
月
に
は
参
院

選
が
行
わ
れ
る
。
保
団
連
は
こ
れ
ま
で
、
７５
歳
以
上
の
医

療
費
窓
口
負
担
２
割
化
中
止
を
参
院
選
の
争
点
と
す
る
こ

と
を
訴
え
て
き
た
。
５
月
１９
日
に
は
国
会
内
で
署
名
提
出

集
会
を
開
催
。
参
加
し
た
医
師
・
歯
科
医
師
か
ら
は
、
負

担
増
中
止
に
向
け
て
、
待
合
室
か
ら
さ
ら
な
る
世
論
を
広

げ
て
い
く
決
意
が
語
ら
れ
た
。

　
集
会
の
基
調
提
案
で
保
団

連
の
住
江
憲
勇
会
長（
写
真
）
は
、
医
療
・
社
会
保
障
削
減

政
策
の
根
源
に
は
40
年
来
の

益
の
最
大
化
ば
か
り
を
求
め

て
き
た
こ
と
が
、
医
療
・
社

会
保
障
削
減
の
根
源
に
あ

る
。

　
政
府
の
審
議
会
で
も
、
こ

の
２０
年
間
で
大
企
業
が
利

益
、
配
当
金
、
内
部
留
保
を

大
幅
に
積
み
増
す
一
方
で
、

人
件
費
が
抑
制
さ
れ
賃
金
が

伸
び
悩
む
日
本
の
現
状
を
分

析
し
て
い
る
。
税
や
保
険
料

に
よ
る
所
得
再
分
配
効
果
も

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
中
最
低
水

準
に
あ
る
。
社
会
保
障
給
付

費
は
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
フ
ラ

ン
ス
よ
り
約
１０
％
低
い
。

　
低
す
ぎ
る
公
費
負
担
と
事

業
主
負
担
を
欧
米
並
み
に
是

正
す
れ
ば
社
会
保
障
財
源
は

確
保
で
き
る
は
ず
だ
。
　

　
参
院
選
で
は
、
大
企
業
の

税
・
社
会
保
険
料
負
担
を
縮

小
さ
せ
て
き
た
新
自
由
主
義

政
策
の
抜
本
転
換
を
求
め
て

い
き
た
い
。

新
自
由
主
義
が
あ
る
と
し

て
、
参
院
選
で
抜
本
的
な
転

換
を
求
め
よ
う
と
訴
え
た
。

内
容
を
紹
介
す
る
。

▪
▪

　
政
府
が
４０
年
来
の
新
自
由

主
義
政
策
で
、
大
企
業
の
利

新
自
由
主
義
政
策
の
転
換
を

保
団
連
会
長 

住
江
憲
勇

　
集
会
で
は
今
年
１
月
末
か

ら
取
り
組
ん
で
き
た
、
７５
歳

以
上
の
医
療
費
窓
口
負
担
２

割
化
中
止
を
求
め
る
署
名
８

万
６
３
６
２
筆
を
提
出
し

た
。
署
名
総
数
は
、
他
団
体

も
含
め
約
７０
万
３
０
０
０
筆

に
達
し
て
い
る
。
全
国
３１
カ

所
を
ウ
ェ
ブ
接
続
し
、
医
師

・
歯
科
医
師
ら
約
１
０
０
人

が
現
地
参
加
し
た
。

「
医
療
費
２
倍
化
さ
れ

れ
ば
生
活
で
き
な
い
」

　
参
加
し
た
医
師
・
歯
科
医

師
か
ら
は
、
年
金
引
き
下
げ
、

物
価
高
騰
で
高
齢
者
の
生
活

困
窮
が
深
刻
化
す
る
中
で
の

負
担
増
実
施
に
強
い
懸
念
が

相
次
い
だ
。

　
神
奈
川
協
会
の
二
村
哲
理

事
は
、
協
会
で
実
施
し
た
１０

月
か
ら
の
負
担
増
を
知
ら
せ

る
街
頭
宣
伝
で「『
物
価
が
高

騰
す
る
中
で
医
療
費
も
２
倍

化
さ
れ
る
と
生
活
が
立
ち
ゆ

か
な
い
』
と
の
悲
痛
な
声
が

寄
せ
ら
れ
た
」
と
報
告
。「
保

険
料
を
支
払
う
国
民
が
受
診

時
に
負
担
を
強
い
ら
れ
る
の

は
そ
も
そ
も
お
か
し
い
」
と

訴
え
た
。

「
負
担
増
へ
の
怒
り
が

話
題
に
」

　
待
合
室
か
ら
世
論
を
広
げ

る
多
く
の
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
た
。

　
大
阪
協
会
の
高
本
英
司
副

理
事
長
は
、「
１
月
か
ら
、
参

院
選
で
の
２
割
化
中
止
の
争

点
化
を
視
野
に
、
患
者
に
署

名
協
力
を
訴
え
て
き
た
」
と

述
べ
、「
参
院
選
で
は
、
署
名

の
力
を
ぶ
つ
け
社
会
保
障
を

良
く
し
て
い
き
た
い
」
と
決

意
を
語
っ
た
。
山
形
協
会
の

中
島
幸
裕
会
長
は
、
協
会
の

署
名
の
取
り
組
み
に
は
こ
れ

ま
で
に
な
い
会
員
参
加
が
得

ら
れ
、
署
名
に
協
力
し
た
医

師
か
ら
「
負
担
増
に
対
す
る

怒
り
や
コ
ロ
ナ
禍
で
の
生
活

の
苦
し
さ
な
ど
が
話
題
に
な

っ
た
」「
テ
ィ
ッ
シ
ュ
入
り
署

名
の
受
け
取
り
が
良
く
、
若

い
患
者
に
も
快
く
協
力
し
て

も
ら
え
た
」
な
ど
の
報
告
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
話
し
た
。

高
齢
者
の
家
族
の  

生
活
も
脅
か
さ
れ
る

　
ま
た
、
岐
阜
協
会
の
竹
田

智
雄
会
長
は
、「
負
担
増
が
実

施
さ
れ
る
と
高
齢
者
３
７
０

万
人
だ
け
で
な
く
、
そ
の
何

倍
も
の
家
族
の
生
活
が
脅
か

さ
れ
る
」
と
指
摘
し
、「
命
・

健
康
・
人
権
を
守
る
た
め
粘

り
強
く
負
担
増
中
止
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
」

と
強
調
し
た
。
静
岡
協
会
の

山
田
美
香
副
理
事
長
は
、
１０

月
か
ら
の
負
担
増
開
始
後
の

３
年
間
に
予
定
さ
れ
て
い
る

「
配
慮
措
置
」に
つ
い
て
、「
政

府
は
負
担
増
に
よ
る
受
診
抑

制
を
認
識
し
て
い
る
か
ら
こ

そ
配
慮
措
置
も
予
定
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
負
担
増

そ
の
も
の
を
中
止
す
べ
き
だ
」

と
指
摘
し
た
。

　
集
会
に
は
、立
憲
民
主
党
、

日
本
共
産
党
の
国
会
議
員
９

人
が
参
加
し
、
２
割
化
阻
止

に
向
け
て
党
派
を
超
え
て
奮

闘
す
る
決
意
を
表
明
し
た
。

▪
▪

集
会
に
参
加
し
た
国
会
議
員

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

奥
野
総
一
郎
（
衆
・
立
憲
）

／
櫻
井
　
周
（
衆
・
立
憲
）

／
田
嶋
　
要
（
衆
・
立
憲
）

／
山
田
勝
彦
（
衆
・
立
憲
）

／
吉
田
統
彦
（
衆
・
立
憲
）

／
小
西
洋
之
（
参
・
立
憲
）

／
宮
本
　
徹
（
衆
・
共
産
）

／
倉
林
明
子
（
参
・
共
産
）

／
小
池
　
晃
（
参
・
共
産
）

選挙で選ぼう安心の暮らし
リーフレットをご活用ください

　　7月に行われる参院選は、政府による医療費7月に行われる参院選は、政府による医療費
抑制政策を変えるチャンスです。昨年の衆院選抑制政策を変えるチャンスです。昨年の衆院選
の投票率は、55.9%で、戦後3番目の低さでしの投票率は、55.9%で、戦後3番目の低さでし
た。「幸福度」の高い国は投票率も高いというデた。「幸福度」の高い国は投票率も高いというデ
ータもあります。ータもあります。

　保団連は多くの人に投票に行ってもらえるよ　保団連は多くの人に投票に行ってもらえるよ
う、「選挙に行こう!」と呼び掛けるリーフレッう、「選挙に行こう!」と呼び掛けるリーフレッ
トを作成しました。75歳以上の医療費窓口負担トを作成しました。75歳以上の医療費窓口負担
2割化や病床削減などの問題をわかりやすく説明2割化や病床削減などの問題をわかりやすく説明
し、各政党の立場も明らかにしています。し、各政党の立場も明らかにしています。
　診療所の待合室などに置いてご活用ください。　診療所の待合室などに置いてご活用ください。

お問い合わせは協会・医会、保団連までお問い合わせは協会・医会、保団連まで

集会で国会議員（右側）に署名を提出する協会・医会の参加者
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療
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
役
割

を
担
う
。

　
し
か
し
、
病
院
と
比
べ
て
入

院
医
療
の
評
価
が
非
常
に
低

く
、
１
９
８
２
年
に
は
２
万
7

０
０
０
件
も
あ
っ
た
有
床
診

は
、
２２
年
２
月
末
現
在
で
６
０

８
２
件
と
４
分
の
１
以
下
に
減

少
し
て
い
る
。
低
診
療
報
酬
で

厳
し
い
経
営
を
強
い
ら
れ
た
結

果
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
補
助

金
で
は
、
有
床
診
枠
が
設
け
ら

れ
た
他
、
今
次
診
療
報
酬
改
定

で
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
有

床
診
の
報
酬
評
価
が
引
き
上
げ

ら
れ
た
。

　
今
次
改
定
で
は
初
期
加
算
が

▽
ポ
ス
ト
ア
キ
ュ
ー
ト
（
急
性

期
か
ら
の
受
け
入
れ
）
と
サ
ブ

ア
キ
ュ
ー
ト
（
在
宅
か
ら
の
急

性
増
悪
対
応
）
に
分
け
ら
れ
、

点
数
全
体
を
引
き
上
げ
た
上
で

算
定
期
間
も
１４
日
間
か
ら
２１
日

間
に
延
長
さ
れ
た
。
感
染
対
策

で
は
、
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
が
、

外
来
感
染
対
策
向
上
加
算
が
新

設
さ
れ
た
。
夜
間
看
護
補
配
置

加
算
が
５
点
引
き
上
げ
ら
れ
る

な
ど
、
細
か
な
引
き
上
げ
が
実

現
し
た
。

　
全
国
有
床
診
療
所
連
絡
協
議

会
の
調
査
で
は
、
有
床
診
の
入

院
部
門
は
今
改
定
率
は
プ
ラ
ス

１
・
４
％
程
度
と
な
り
、
診
療

報
酬
本
体
の
医
科
改
定
率
（
プ

ラ
ス
０
・
２６
％
）
と
比
べ
て
一

定
評
価
で
き
る
が
、
本
体
点
数

は
全
く
引
き
上
が
っ
て
お
ら
ず
、

施
設
数
減
少
の
歯
止
め
と
な
ら

な
い
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
な
ど
有
事

の
対
応
に
限
ら
ず
、
今
後
よ
り

安
全
な
医
療
が
求
め
ら
れ
る
。

患
者
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
の
多
様

性
へ
の
対
応
や
医
療
従
事
者
の

働
き
方
改
善
の
原
資
は
さ
ら
に

必
要
と
な
る
。
医
療
経
営
の
根

本
と
な
る
本
体
点
数
が
低
い
ま

ま
で
は
、
有
床
診
の
存
在
が
危

ぶ
ま
れ
る
。

　「
地
域
全
体
を
診
る
か
か
り

つ
け
医
療
機
関
」
で
あ
る
有
床

診
療
所
が
役
割
を
さ
ら
に
発
揮

で
き
る
よ
う
、
国
は
有
床
診
療

所
の
診
療
報
酬
を
正
当
に
評
価

し
、
本
体
点
数
を
大
幅
に
引
き

上
げ
る
べ
き
だ
。

　
有
床
診
療

所
は
１９
床
以

下
の
入
院
ベ

ッ
ド
を
持
つ

医
療
機
関
で

あ
り
、
外
来

か
ら
入
院
、
在
宅
や
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
機
能
も
併
せ
持
つ
。
介

護
連
携
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
や
終

末
期
の
看
取
り
を
実
施
す
る
施

設
も
多
く
、
患
者
や
患
者
を
取

り
巻
く
環
境
ま
で
網
羅
し
た

「
地
域
全
体
を
診
る
究
極
の
か

か
り
つ
け
医
療
機
関
」
と
言
え

る
。
さ
ら
に
、
分
娩
な
ど
専
門

医
療
を
取
り
扱
う
医
療
機
関
も

存
在
し
、「
病
床
を
保
有
す
る
診

療
所
」
と
し
て
病
院
の
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
機
能
と
し
て
、
地
域
医

有
床
診
療
所
の
役
割
発
揮
に
向

け
診
療
報
酬
の
正
当
な
評
価
を

高村　忠範
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財
務
省
や
日
本
経
済
新
聞
が
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
に
応
じ
な
い
医
療
機
関
を
問
題
視

し
て
い
る
。
今
次
改
定
で
は
リ
フ
ィ
ル
処
方
の
運
用
手
続
き
を
定
め
た
に
す
ぎ
ず
、

医
師
に
検
討
す
る
義
務
な
ど
は
な
い
。
受
診
を
間
引
く
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
は
廃
止
す

べ
き
だ
。

日
経
新
聞
社
説
は
的
外
れ

　
２
０
２
２
年
診
療
報
酬
改

定
で
は
、
１
処
方
期
間
に
つ

き
３
回
ま
で
調
剤
を
可
能
と

す
る
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
が
導

入
さ
れ
た
。
患
者
は
、
そ
の

期
間
中
、
医
師
の
受
診
を
経

ず
に
薬
局
で
服
薬
状
況
等
の

判
断
を
し
て
も
ら
い
調
剤
を

受
け
る
。
例
え
ば
１
処
方
３０

日
×
３
回
で
９０
日
な
ど
と
す

る
運
用
だ
。
医
師
が
処
方
期

間
に
対
し
責
任
を
負
う
こ
と

も
あ
り
、
リ
フ
ィ
ル
処
方
を

採
用
す
る
医
療
機
関
は
は
ほ

と
ん
ど
な
い
。

　
こ
う
し
た
中
、
財
務
省
は

「
医
療
機
関
と
し
て
リ
フ
ィ

ル
処
方
に
対
応
し
な
い
方
針

を
掲
げ
て
い
る
事
例
」や「
処

方
箋
の
リ
フ
ィ
ル
可
欄
に
患

者
へ
の
特
段
の
説
明
や
患
者

の
同
意
が
な
く
打
消
し
線
が

入
っ
て
い
る
事
例
」
な
ど
が

見
ら
れ
る
と
し
て
問
題
視
し

て
い
る
（
財
政
制
度
等
審
議

会
、
４
月
１３
日
）。
同
様
に
、

『
日
本
経
済
新
聞
』
の
社
説

（
５
月
２
日
）
は
、
リ
フ
ィ
ル

処
方
の
可
否
は
「
個
々
の
患

者
の
病
状
を
踏
ま
え
て
医
師

が
個
別
に
判
断
す
べ
き
も

の
」
で
あ
り
、「『
自
医
院
の

医師に検討義務ない

求
め
て
い
な
い
。
財
務
省
や

日
経
新
聞
の
批
判
は
的
外
れ

だ
。
ま
た
、
医
療
機
関
側
で

打
消
し
線
を
入
れ
る
の
は
、

厚
労
省
が
示
し
た
処
方
箋
で

は
患
者
が
勝
手
に
「
リ
フ
ィ

ル
可
」
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も

薬
局
で
は
見
わ
け
が
つ
か
な

い
た
め
、
改
ざ
ん
防
止
で
行

っ
て
い
る
事
情
も
あ
る
。

受
診
間
引
く
リ
フ
ィ

ル
は
廃
止
す
べ
き
　

　
日
本
医
師
会
の
調
査
（
２

０
１
７
年
３
月
）
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
１
カ
月
間
を
超

え
る
処
方
に
つ
い
て
、
患
者

の
服
薬
遵
守
不
備
、
症
状
悪

化
や
副
作
用
の
発
見
遅
れ
な

ど
様
々
な
リ
ス
ク
が
報
告
さ

れ
て
い
る
。
合
併
症
や
新
疾

患
の
発
見
遅
れ
の
可
能
性
が

高
く
な
る
。
医
療
安
全
面
の

リ
ス
ク
と
と
も
に
、
医
師
は

医
学
的
管
理
な
ど
総
合
的
に

参
院
選
対
策
、リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
、

金
パ
ラ
改
定
な
ど
を
論
議
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住
江
会
長
は
、
所
得
再
分

配
が
弱
い
日
本
は
米
国
に
次

ぐ
貧
困
大
国
と
な
っ
て
お

り
、
大
企
業
、
富
裕
層
ば
か

り
が
肥
え
太
っ
て
い
る
、
そ

病
院
調
査
で
確
保
病
床
数
を

超
え
て
受
け
入
れ
た
病
院
が

３
割
近
く
」「
高
齢
・
障
害
者

施
設
で
は
入
院
で
き
ず
に
施

設
で
治
療
看
取
り
が
１５
人
」

（
京
都
協
会
）な
ど
深
刻
な
実

態
も
報
告
さ
れ
、
改
め
て
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
強
化
を

国
に
申
し
入
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
金
パ
ラ
価
格
高
騰
を
受
け

た
緊
急
改
定
な
ど
保
団
連
が

運
動
を
リ
ー
ド
し
た
成
果
で

あ
る
こ
と
、
引
き
続
き
抜
本

改
善
に
向
け
て
取
り
組
み
を

強
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

そ
の
他
、
リ
フ
ィ
ル
処
方
や

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
保

険
証
利
用
の
中
止
を
求
め
て

い
く
こ
と
と
し
た
。

　
６
月
代
議
員
会
の
準
備
や

７
月
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
、
１０
月

医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開

催
予
定
が
報
告
さ
れ
た
。

　
理
事
定
数
問
題
に
つ
い
て

は
、
２
０
１
５
年
の
代
議
員

会
決
議
に
基
づ
き
定
数
を
一

度
５１
に
戻
す
か
、
現
行
の
５３

の
ま
ま
で
行
く
か
、
選
出
方

法
に
つ
い
て
は
、「
地
方
ブ
ロ

ッ
ク
の
会
員
数
を
勘
案
し

て
」
を
「
地
方
ブ
ロ
ッ
ク
の

会
員
数
、
面
積
、
協
会
数
で

勘
案
し
て
」
に
す
る
か
な
ど

論
点
整
理
案
が
示
さ
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
さ
れ
、
理
事
会
内
で

継
続
し
て
討
論
し
て
い
く
こ

と
と
な
っ
た
。

（
理
事
　
天
谷
静
雄
）

れ
を
是
正
す
る
た
め
社
会
保

障
充
実
が
急
務
で
あ
り
、
９

条
改
憲
に
反
対
す
る
世
論
を

広
げ
よ
う
と
訴
え
た
。

　
コ
ロ
ナ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
の
二
重
苦
の
下
で
も
社
会

保
障
改
悪
が
進
ん
で
い
る
。

参
院
選
で
は
７５
歳
以
上
窓
口

負
担
２
割
化
阻
止
や
９
条
改

憲
阻
止
を
主
な
争
点
と
し
て

い
の
ち
守
る
政
治
へ
の
転
換

を
訴
え
て
い
こ
う
と
話
し
合

わ
れ
た
。

　「
コ
ロ
ナ
患
者
受
け
入
れ

判
断
し
て
、
受
診
間
隔
を
定

め
て
処
方
期
間
を
設
定
し
て

い
る
。
診
断
を
し
な
い
薬
剤

師
に
長
期
に
渡
っ
て
患
者
の

管
理
を
委
ね
る
リ
フ
ィ
ル
処

方
箋
に
応
じ
な
い
と
す
る
構

え
は
当
然
と
い
え
る
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
患
者
・
国
民

の
健
康
・
疾
病
状
態
も
悪
化

す
る
中
、
受
診
間
引
き
を
助

長
す
る
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
は

廃
止
す
べ
き
だ
。

医
療
従
事
者
も
対
象
に

コ
ロ
ナ
対
策
で
国
に
緊
急
要
請

　
保
団
連
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
継
続
・
強
化

に
向
け
て
国
に
緊
急
要
望
書
を
提
出
し
た
。

　
政
府
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
４
回
目
接

種
の
対
象
者
を
60
歳
以
上
と

18
歳
以
上
で
基
礎
疾
患
の
あ

る
方
に
限
定
し
た
。
医
療
従

事
者
な
ど
は
接
種
の
対
象
外

と
な
る
。
病
院
内
や
介
護
施

設
等
で
継
続
し
た
感
染
対
策

が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
希
望

す
る
医
療
従
事
者
や
介
護
・

障
害
者
施
設
等
の
従
事
者
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
重
要
で

あ
る
。
さ
ら
に
、
抗
体
価
の

低
下
を
考
慮
す
れ
ば
18
歳
以

上
で
基
礎
疾
患
の
な
い
方
に

も
希
望
す
れ
ば
接
種
で
き
る

よ
う
に
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　
要
望
書
で
は
、
医
療
・
介

護
・
障
害
者
施
設
等
の
従
事

者
、
18
歳
以
上
で
基
礎
疾
患

の
な
い
方
も
接
種
対
象
と
す

る
こ
と
を
求
め
た
。
ま
た
、

現
行
ワ
ク
チ
ン
は
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
に
は
効
果
が
限
定
的
と

さ
れ
て
い
る
。
保
団
連
は
、

一
刻
も
早
く
、
新
た
な
変
異

株
に
も
効
果
や
安
全
性
が
高

い
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
開
発

に
、
企
業
間
、
国
家
間
の
垣

根
を
越
え
て
、
全
力
を
挙
げ

る
こ
と
を
求
め
た
。

５
類
引
き
下
げ
は
慎

重
に
検
討
を

　
財
界
や
政
府
の
一
部
に
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
を
感
染
症

法
の
2
類
相
当
か
ら
５
類
相

当
へ
の
引
き
下
げ
要
望
が
出

さ
れ
て
い
る
が
、
５
類
相
当

と
な
れ
ば
財
政
措
置
は
困
難

と
な
る
。
早
急
な
引
き
下
げ

は
、
感
染
対
策
の
後
退
を
招

き
、
経
済
に
も
深
刻
な
打
撃

を
与
え
か
ね
な
い
。

　
保
団
連
は
、
２
類
相
当
か

ら
５
類
相
当
へ
の
引
き
下
げ

は
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を

引
き
続
き
政
府
の
責
任
と
負

担
に
よ
り
実
施
す
る
こ
と
を

求
め
た
。

ワクチン
4回目接種

方
針
』
と
し
て
一
律
に
対
応

を
拒
否
す
る
の
は
制
度
の
趣

旨
を
逸
脱
し
て
い
る
」
な
ど

と
述
べ
て
い
る
。

医
師
に
リ
フ
ィ
ル
検

討
は
課
し
て
い
な
い

　
今
次
定
で
は
、
リ
フ
ィ
ル

処
方
に
つ
い
て
医
師
が
可
能

と
判
断
し
た
場
合
、
処
方
箋

の
「
リ
フ
ィ
ル
可
」
欄
に
「
レ

点
」
を
入
れ
る
こ
と
な
ど
を

定
め
た
が
、
医
師
が
個
々
の

患
者
に
つ
い
て
逐
一
リ
フ
ィ

ル
処
方
の
可
否
を
念
頭
に
置

い
て
診
察
す
る
こ
と
な
ど
は
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未
曾
有
の
大
地
震
と
津

波
、
そ
し
て
原
発
事
故
か
ら

１０
年
以
上
が
経
過
し
ま
し

た
。

　
当
時
、被
災
地
で
は
電
気
、

水
道
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

は
切
断
、
情
報
も
届
か
ず
、

し
ば
ら
く
は
食
料
を
買
う
こ

と
も
で
き
な
い
状
況
で
し
た
。

そ
の
後
は
、
不
自
由
な
避
難

所
生
活
へ
突
入
し
て
い
っ
た

の
で
し
た
。

避
難
所
生
活
の
困
難
、

放
射
能
の
恐
怖

　
私
が
避
難
所
を
訪
れ
た

時
、
食
事
は
お
に
ぎ
り
な
ど

の
簡
単
な
も
の
し
か
な
く
、

食
生
活
は
炭
水
化
物
に
偏
っ

て
お
り
ま
し
た
。
糖
尿
病
患

者
さ
ん
の
血
糖
は
３
０
０
㎎

／
ｄｌ
を
超
え
て
い
ま
し
た
。

糖
尿
病
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
悪

化
に
よ
っ
て
そ
の
他
の
病
気

が
悪
化
し
か
ね
な
い
環
境
で

し
た
。

　
や
っ
と
の
思
い
で
仮
設
住

宅
に
入
居
で
き
て
も
、
被
災

者
の
不
自
由
な
暮
ら
し
は
続

き
ま
し
た
。
私
の
診
療
所
が

あ
る
会
津
若
松
市
の
仮
設
住

宅
に
も
、
大
熊
・
双
葉
町
の

被
災
者
が
入
居
さ
れ
ま
し
た

が
、
原
発
事
故
に
よ
っ
て
放

射
線
と
い
う
目
に
見
え
な
い

恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　
現
在
は
、
仮
設
住
宅
の
居

住
を
終
え
、
普
通
の
生
活
を

取
り
戻
そ
う
と
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
元
の
生
活
が

完
全
に
戻
っ
て
く
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
復
興
住
宅

に
住
む
人
、
避
難
指
示
が
解

除
さ
れ
た
地
域
に
戻
る
人
、

会
津
に
留
ま
る
人
、
全
国
各

地
に
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
生

活
す
る
人
、
様
々
な
犠
牲
を

伴
っ
て
暮
ら
す
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。

　
当
院
に
、
原
発
事
故
の
影

響
で
大
熊
に
戻
れ
な
い
と
嘆

く
患
者
さ
ん
が
い
ら
し
て
い

ま
す
。「
大
熊
の
土
地
を
返
し

て
ほ
し
い
…
」
と
。
大
熊
の

避
難
指
示
解
除
は
６
月
末
以

降
に
な
る
と
言
わ
れ
ま
す
が
、

本
当
に
地
域
の
暮
ら
し
が
戻

っ
て
く
る
の
か
は
、
見
通
せ

ま
せ
ん
。

国
や
東
電
は
何
も
し

て
く
れ
な
い
の
で
は

　
福
島
の
復
興
を
願
っ
て
暮

ら
し
て
い
て
も
、
内
容
物
が

把
握
で
き
な
い
放
射
性
物
質

入
り
の
コ
ン
テ
ナ
が
積
み
上

が
り
、「
処
理
水
」
の
海
洋
放

出
が
突
如
決
ま
る
な
ど
、
放

射
能
を
巡
る
懸
念
は
ま
だ
ま

だ
消
え
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　
避
難
区
域
か
ら
の
住
民
、

患
者
さ
ん
に
は
、
悲
し
み
、

切
な
さ
、
鬱
傾
向
が
見
ら
れ

ま
す
。
被
災
か
ら
１０
年
以
上

が
経
ち
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
暴
露
さ
れ
て
き
て
お
り
、

国
や
東
電
は
何
も
し
て
く
れ

な
い
の
で
は
と
勘
ぐ
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
、
少
し
で
も
被
災

者
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
も

ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
か
ら
11
年
。「
あ
の
日
か
ら

10
年
」
を
超
え
て
、
被
災
地
の
、
日
本
社
会
の
今
後
を
考

え
る
た
め
に
、
福
島
の
経
験
を
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
大

切
だ
。
福
島
協
会
会
員
の
連
載
で
、
経
験
と
教
訓
を
記
録

す
る
。
第
4
回
は
曽
根
惠
児
氏
。

―第４回―
曽根 惠児

復
興
願
っ
て
暮
ら
し
て
も

原発ゼロ法の成立を
　
保
団
連
も
加
盟
す
る
原
発
を
な
く
す
全
国
連
絡
会
は
５

月
２５
日
、『
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
』
署
名
提
出
集
会
を
開
催
。

８
万
５
７
７
３
筆
の
署
名
を
提
出
し
た
。

　
本
集
会
で
は
、
８
万
5
７

７
３
人
分
の
署
名
を
提
出
。

累
計
で
２１
万
筆
が
国
会
に
提

出
さ
れ
た
。

　
保
団
連
の
住
江
憲
勇
会
長

は
、
原
発
ゼ
ロ
法
案
の
再
提

出
、
審
議
、
成
立
と
、
東
電

福
島
第
一
原
発
事
故
汚
染
水

の
海
洋
放
出
を
許
さ
な
い
運

動
を
全
国
で
広
げ
よ
う
と
訴

え
た
。

　
集
会
に
参
加
し
た
日
本
共

産
党
の
岩
渕
友
参
院
議
員

は
、「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
に
乗
じ
た
原
発
再

稼
働
の
動
き
を
許
さ
ず
、
原

発
ゼ
ロ
、
省
エ
ネ
と
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
ヘ
の
大
転
換

に
向
け
て
共
に
奮
闘
す
る
」

と
決
意
を
表
明
。
立
憲
民
主

党
の
山
崎
誠
衆
院
議
員
は
、

「
原
発
ゼ
ロ
基
本
法
案
は
タ

ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加

し
た
多
く
の
国
民
の
意
見
を

も
と
に
つ
く
ら
れ
た
。
今
後

も
真
摯
に
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

た
。
他
に
も
議
員
事
務
所
か

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
集
会
に
参

加
の
報
告
も
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
原
発
な
く
す
全

国
連
絡
会
が
呼
び
掛
け
て
い

る
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
（
ア
ル
プ
ス
）

汚
染
水
海
洋
放
出
反
対
署

名
」
の
推
進
と
、
7
月
参
院

選
で
原
発
ゼ
ロ
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
争

点
と
な
る
よ
う
奮
闘
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

国会議員に署名を提出する住江会長（左）

署名署名８８万万５７７３５７７３筆を国会に提出筆を国会に提出
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非核・平和

への希求

プ
ー
チ
ン
と
同
じ
や
り
方
で
は

子
ど
も
た
ち
に
説
明
で
き
な
い

　
大
阪
歯
科
協
会
は
４
月
理

事
会
前
に
、
お
お
さ
か
医
科

・
歯
科
九
条
の
会
世
話
人
の

呼
び
掛
け
で
、「
ロ
シ
ア
の
軍

事
侵
略
や
め
よ
、
平
和
憲
法

守
り
い
か
そ
う
」
と
街
頭
で

呼
び
掛
け
る
宣
伝
行
動
に
取

り
組
ん
だ
。
駅
前
で
待
ち
合

わ
せ
し
て
い
た
３
人
の
大
学

生
が
「
自
分
た
ち
も
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
に
参
加
し
た

い
」
と
声
を
か
け
て
き
た
。

な
ん
ば
駅
前
で
は
こ
れ
ま
で

社
会
保
障
の
改
善
を
求
め
る

署
名
の
呼
び
掛
け
な
ど
を
何

度
も
行
っ
て
き
た
が
、
初
め

て
の
経
験
だ
。

　
私
の
地
元
で
は
子
ど
も
医

療
費
助
成
制
度
の
拡
充
を
求

め
て
、
地
域
の
産
婦
人
科
医

の
先
生
や
民
医
連
、
母
親
・

女
性
団
体
や
教
職
員
組
合
の

方
た
ち
な
ど
と
協
力
し
て
い

る
。
私
は
そ
の
取
り
組
み
の

中
で
、
保
険
で
良
い
歯
科
医

療
を
求
め
る
署
名
を
広
げ
る

と
と
も
に
、
憲
法
や
核
兵
器

廃
絶
の
署
名
な
ど
も
あ
わ
せ

て
呼
び
掛
け
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　
街
頭
で
若
い
人
や
子
ど
も

た
ち
の
声
を
聞
い
て
い
る
と
、

自
分
た
ち
に
も
戦
争
の
手
が

及
ん
で
く
る
の
で
は
な
い
か

と
の
不
安
が
あ
る
よ
う
だ
。

　
ロ
シ
ア
も
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
も
ど

っ
ち
も
ど
っ
ち
だ
な
ど
と
、

他
人
事
の
よ
う
に
語
っ
て
い

る
場
合
で
は
な
い
。
国
際
ル

ー
ル
に
す
ぐ
さ
ま
引
き
戻
し
、

即
時
停
戦
す
る
こ
と
が
な
に

よ
り
求
め
ら
れ
て
い
る
。
　
　

　
改
憲
派
と
マ
ス
コ
ミ
の
影

響
か
、「
憲
法
九
条
で
日
本
が

守
れ
る
の
か
」
と
の
世
論
も

出
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。
し

か
し
、
プ
ー
チ
ン
と
同
じ
や

り
方
で
、
子
ど
も
た
ち
に
ど

う
説
明
で
き
る
と
い
う
の
か
。

ま
た
、
軍
拡
競
争
は
際
限
が

な
い
。
ど
れ
ほ
ど
ア
メ
リ
カ

と
一
体
に
軍
拡
を
進
め
よ
う

と
、
そ
の
こ
と
で
絶
対
的
な

平
和
と
安
心
は
約
束
さ
れ
な

い
。
そ
ん
な
財
源
も
な
い
。

軍
拡
の
一
方
で
国
民
の
医
療

や
生
活
を
な
お
ざ
り
に
す
る

こ
と
な
ど
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
わ
た
し
た
ち
は
医
療
者

で
あ
り
、
国
民
の
命
と
健
康

を
追
及
し
て
い
く
の
が
仕
事

だ
。
こ
ん
な
非
常
時
こ
そ
、

何
が
大
切
か
原
点
に
立
ち
返

っ
て
平
和
の
立
場
を
貫
き
た

い
。（
非
核
平
和
部
員
・
大
阪

歯
科
協
会
理
事
　
中
村
新
太

郎
）

信
州
奈
川
の
と
う
じ
蕎
麦

お
い
し
い
お
話

第96回

　
信
州
奈
川
高
原
辺
り
で
は

秋
か
ら
春
先
に
か
け
て
と
う

じ
蕎
麦
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
の
辺
り
が
発

祥
の
地
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
奈
川
高
原
は
製
糸
工
女

哀
史
で
有
名
な
、
映
画
に
も

信
州
奈
川
高
原
で
秋
か
ら
春
先
に

か
け
て
食
さ
れ
る
と
う
じ
蕎
麦

席
で
は
「
わ
ぁ
、
松
茸
が
入

っ
て
い
る
！！
」
と
声
を
上
げ

る
方
も
。
松
茸
入
り
も
そ
う

で
す
が
こ
の
声
も
印
象
に
残

り
ま
し
た
ね
。

　
で
も
ね
、
お
値
段
は
通
常

の
と
う
じ
蕎
麦
価
格
な
の
で

す
よ
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
こ

と
が
で
き
る
の
か
？
　
そ
う
、

仙
洛
さ
ん
は
赤
松
の
山
持
ち

な
の
で
す
。
こ
れ
は
奈
川
地

区
の
他
店
の
お
蕎
麦
屋
ご
主

人
か
ら
伺
い
ま
し
た
。
そ
ば

祭
り
の
期
間
中
、
仙
洛
さ
ん

で
松
茸
入
り
と
う
じ
蕎
麦
が

楽
し
め
る
と
な
る
と
他
の
お

蕎
麦
屋
さ
ん
で
は
え
ら
い
こ

と
で
す
よ
ね
。
で
、
と
う
と

う
こ
の
地
区
の
お
蕎
麦
屋
さ

ん
で
は
松
茸
入
り
と
う
じ
蕎

麦
が
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　
そ
ば
祭
り
は
奈
川
高
原
で

と
う
じ
蕎
麦
、
そ
し
て
野
麦

峠
ま
で
足
を
の
ば
し
黄
葉
を

楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
す
か
。

私
は
毎
年
楽
し
ん
で
い
ま
す

よ
。

（
文
化
部
員
・
愛
知
協
会
文
化

部
長
　
浅
野
恭
正
）

な
っ
た
「
あ
あ
野
麦
峠
」
の

地
で
す
。

　
こ
の
地
は
標
高
が
高
く
寒

暖
の
差
も
あ
り
稲
作
に
は
向

か
ず
蕎
麦
が
主
た
る
作
物
で

し
た
。
そ
ば
の
里
で
す
ね
。

と
う
じ
蕎
麦
は
鍋
に
山
菜
や

キ
ノ
コ
、
肉
な
ど
を
入
れ
、

そ
こ
へ
ひ
と
握
り
ほ
ど
の
蕎

麦
を
ひ
し
ゃ
く
ほ
ど
の
ざ
る

に
入
れ
て
投
じ
「
し
ゃ
ぶ
し

ゃ
ぶ
」
と
温
め
、

そ
ば
つ
ゆ
を
つ
け

て
楽
し
む
そ
ば
で

す
。
こ
の
地
で
は

１０
月
に
な
る
と
一

か
月
間
そ
ば
祭
り

が
催
さ
れ
ま
す
。

　
私
が
１０
月
に
奈

川
で
と
う
じ
蕎
麦

を
味
わ
っ
た
の
は

２０
年
以
上
前
で
し

ょ
う
か
。
こ
の
地

で
よ
く
尋
ね
る
仙

洛
に
て
昼
食
、
な

ん
と
松
茸
（
ス
ラ

イ
ス
に
な
っ
て
い

ま
す
が
）
が
ご
ろ

ご
ろ
と
入
っ
て
い

る
の
で
す
。
他
の

　　　
東
京
医
科
歯
科
大
学
非

常
勤
講
師
の
中
久
木
康
一

氏
か
ら
「
訪
問
歯
科
診
療

の
安
定
供
給
に
関
す
る
調

査
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
）」
へ
の

協
力
依
頼
が
呼
び
掛
け
ら

れ
て
い
る
。

　
調
査
の
目
的
は
、
訪
問

歯
科
診
療
を
含
む
歯
科
医

療
提
供
体
制
を
、
人
口
過

疎
地
で
も
維
持
し
て
い
く

方
策
の
検
討
と
さ
れ
て
い

る
。
訪
問
歯
科
診
療
の
考

え
方
全
般
に
関
わ
る
調
査

項
目
も
あ
り
、
歯
科
医
療

機
関
の
状
況
を
広
く
調
査

し
た
い
と
の
主
旨
で
保
団

連
に
協
力
依
頼
が
寄
せ
ら

れ
た
。
回
答

は
下
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か

ら
。

訪
問
歯
科
診
療
に
係
る

調
査
に
ご
協
力
を

医
療
費
控
除
を
利
用
し
よ
う

医
療
費
が
10
万
円
以
下
で
も
対
象
に

　「
知
っ
ト
ク
パ
ン
フ
」
に
掲
載
し
た
制
度
を
解
説
し
ま

す
。「
こ
ん
な
制
度
が
使
え
ま
す
よ
！
」
と
患
者
さ
ん
に
紹

介
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
医
療
費
控
除
は
、
医
療
費

が
10
万
円
以
下
で
も
対
象
と

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
前

年（
１
月
１
日
〜
１２
月
３１
日
）

に
支
払
っ
た
医
療
費
自
己
負

担
額
の
総
額
（
世
帯
合
算
）

が
「
１０
万
円
」
ま
た
は
「
所

得
金
額
の
５
％
」（
ど
ち
ら
か

少
な
い
額
）
を
超
え
た
場
合
、

最
大
２
０
０
万
円
ま
で
の
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
収
入
が
２
１
０

医療費控除の対象となる額の計算方法

1年間（１～12月）1年間（１～12月）
に支払った医療費に支払った医療費
の総額の総額

保険金などで保険金などで
補填される金額補填される金額

10万円または所10万円または所
得金額の5％得金額の5％
（少ない方）（少ない方）

医療費控除額医療費控除額
（最高200万円）（最高200万円）

－－

計算例
収入が公的年金のみ210万、医療費
8万円の場合…
8万円（1年間の医療費）
－0円（保険金などの補填額）　　
－5万円（所得金額100万円の5％）

＝3万円（控除の対象）

＝　
納
税
者
本
人
の
医
療
費
だ
け
で

な
く
、
同
一
生
計
の
親
族
（
扶
養

家
族
で
な
く
仕
送
り
で
も
よ
い
）

の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
も
対

象
に
な
る
。

万
円
の
公
的
年
金
だ
け
の
高

齢
者
の
場
合
、
公
的
年
金
控

除
後
の
所
得
金
額
は
１
０
０

万
円
と
な
り
、
そ
の
５
％
で

あ
る
５
万
円
を
超
え
た
分
が

対
象
に
な
り
ま
す
。

【
利
用
方
法
】

　
申
告
用
紙
や
源
泉
徴
収
票

等
を
持
っ
て
、
管
轄
の
税
務

署
で
申
告
し
ま
す
。
郵
送
で

の
申
告
も
可
能
で
す
。

知
っ
ト
ク
パ
ン
フ

ご
活
用
く
だ
さ
い

　
ご
注
文
は
ご
所
属
の
協
会

・
医
会
ま
で
。

い
・
し
ょ
く
・
ゆ
う
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